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もなって,綿糸 ･綿布といった全製品-完成品の輸出割合が増加 してい き,
'164(476) 第142巻 第4号
第 1表 ア ジア貿 易 の
(出所) 杉原薫 ｢アジア聞貿易の形成と構造｣『社会経済史学』第51巻第1号,1985年6月,






北 東 ヨ ー . ロ ツ パ
､計 ･_イ ギ ､リ ス ド イ ツ
15.6 2.8 10.0 16.3 2.5 12.5 0.5 1.6
54.0 9.3 38.2 66.2. 7.9 45.2 3.3- 12.2
94.0 104.3 54.1 -183.3 13.O 115.4 4.4 42.6





第3表 商 品 類 別 輸 出 入 (単位百万円,%)
輸 出 ｣
















































































































































































172 (484) 第142巻 第4号
第6表 シ ン ガ ポ ー ル 市
英 ′ 国 炭
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順位年次 1 2 3 4 5 6
1897年 綿 花 米及籾 砂 糖 機械類 綿 糸 綿織物


























































18) この点について,加藤幸三郎 ｢産業資本確立期の日本海運｣ 『社会経済史学』48巻5号,1983
年2月,また 『日本郵船株式会社五十年史』1935年,113-120ページを参照｡































178 (490) 第142巻 第4号
(
近代綿工業の確立によるアジア市場への進出と依存,生糸輸出に代表されるよ
うな欧米市場への依存の両面をもっていた｡それは,対先進資本主義国への従
属とアジアへの帝国主義的進出を意味するものであったが,他面で世界 ･アジ
/-/＼-
アの商品の需要構造に日本の産業が適合していく過程でもあった｡いずれにせ
よ本稿であつかった以複,第一次大戦という変動期をへて日本の貿易の内容も
大きく変伸していく (また,この時期の貿易の発展は日本の貿易政策と切り離
して論じることができないが,紙幅の関係で扱うことができなかった｡貿易政
策をふくめた日本貿易の発展については別稿で扱いたい)0
